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日本十進分類法の仕組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付属図書館の OPAC 

鳥取短期大学 HP のトップページ  https://www.cygnus.ac.jp/ 

→ 図書館・付属機関 → 付属図書館  → 付属図書館専用サイト   をクリック 

 

まずは「簡易検索」から。  

キーワードを入力すると、  

書名や著者名などを検索できます。  

 

「詳細検索」では、検索条件を  

細かく、柔軟に設定できます。  

 

タイトルをクリックすると詳細画面で     所蔵館、配架場所、請求記号をメモして  

あらすじや目次、表紙などが見れます。    配架場所へ探しにいきましょう。  

 

 

 

 

 

 

376.1  

A  

１   

分類記号  

請求記号  

 

図書記号  

巻冊番号  
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【他の図書館の資料を探すツール一覧】 

鳥取県立図書館 蔵書検索  

https://www.library.pref.tottori.jp/ 
鳥取県立図書館の蔵書を検索できる。  

鳥取県立図書館 まとめて検索 

https://www.library.pref.tottori.jp/  
鳥取県内図書館の蔵書を一度に検索できる。  

CiNii Books  

https://ci.nii.ac.jp/books/ 

全国の大学図書館などの蔵書を検索できる。  

CiNii はサイニイと読む。  

国立国会図書館オンライン  

https://iss.ndl.go.jp/ 

国立国会図書館の蔵書を検索できる。  

NDL オンラインともいう。 

国立国会図書館サーチ 

https://ndlonline.ndl.go.jp/ 

国立国会図書館、全国の公共・大学・専門図書館

や学術機関等の資料を総合的に検索できる。  

NDL サーチともいう。  

 

 

 

（長岡 絵里佳）  
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通じてデータの親近性は論理的なつながりが明確化されていきます。つまり、書くことで

さらに「なるほど！」という納得感が生まれ、思考がさらに深まります。  

また、文章化する過程で、図解の中で論理の飛躍があった箇所に気づくこともあるでし

ょう。文章化には、図解の不足をはたらきも期待できます。  

 

(3) 可視化の効能  

先に紹介した「ＫＪ法」では、紙片を空間的に配置し、論理的なつながりを示して図解す

ることがアイデアをまとめる上で重要でした。知識や情報は頭の中にあるものですが、こ

れを紙片に書き出し図解することで、可視化（visualize）できます。可視化することは、

発想を展開し、まとめていくために効果的な戦術と言えます。可視化することで、自分の

頭の中にあった考えでも、距離をとって他人の考えた事柄と同じようにあつかうことがで

きます。つまり、可視化することで外在化し客観視できるのです。  

T.ブザンが開発した「マインドマップ」は、関連づけを放射状に伸ばしていく脳神経細

胞ネットワークの特徴を外在化したもので、①中心イメージを描くことで関心の対象を明

確化する、②中心イメージから主要

テーマを枝（branch）のように放射

状に広げる、③枝には関連する重要

なイメージや言葉をつなげる、④あ

まり重要でないイメージや言葉も

付随する形で加える、という手順で

描かれます。 

「マインドマップ」は、中心のコ

ンセプトから放射状に枝を伸ばし

ていくことで、多種多様な連想を導

き出し、思考を空間的・多次元的に

広げる思考術です。とりわけ「マイ

ンドマップ」が特徴的なのは、ビジュアル表現による視覚的イメージの活用です。言葉だ

けではなく、言葉とイメージを結びつけることで、脳の潜在能力を最大限に活用すること

が意図されています。イメージは言語よりも無意識に近いので無意識の活用とも言えます。 

鮮やかに描かれたマインドマップは、まるで芸術作品のようです（図２）。鮮烈なビジュア

ル表現によって、さらなるアイデアが喚起されることも期待できます。  

 

（渡邊  太） 

図２ マインドマップの例  

（T.ブザン、B.ブザン『マインドマップ』p.237） 
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